
栗山町の温室効果ガス排出量（CO2）を2013年度比で

2030年度までに 46％削減
2050年度までに 実質ゼロ と

持続可能で元気な脱炭素化されたまちづくりを目標

地球温暖化・気候変動対策は人類共通の課題となっています！

栗山町は、2023年3月
脱炭素社会の実現に向けて、
2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロ
とする「ゼロカーボンシティ」を宣言しました

北海道栗山町ゼロカーボンシティ宣言（抜粋）
-２０５０年二酸化炭素排出実質ゼロに向けて-

本町ではこれまで、温室効果ガス削減に向けた施策として、住宅
用太陽光発電システムの設置補助や公共施設等における太陽光パ
ネルの設置など、再生可能エネルギーの推進や、施設照明のＬＥ
Ｄ化による省エネルギー対策に取り組んでおります。
温室効果ガスの排出抑制といった地球温暖化対策の推進は、第７
次総合計画においても計画事業として位置付けており、継続して
取り組んでいくこととしています。
将来の世代が安心して暮らすことのできる町づくりを進めるべく、
町民および事業者の皆様とともに脱炭素化に積極的に取り組み、
2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボン
シティ」の実現を目指していくことを、ここに宣言いたします
令和５年３月１６日

北海道栗山町長 佐々木 学

この計画は、ゼロカーボンシティの実現に向けて、

栗山町に暮らす皆さまが一体となって地球温暖化

対策を推進していくことを目的としています。

栗山町ではどのくらい二酸化炭素を排出している

のかの推計結果や、2050年に実現したいゼロカー

ボンシティのイメージと、実現に向けて、2030年まで

にどんな対策を進めていくのかなどをまとめています。

地球温暖化対策実行計画を策定し推進します

計画は
こちらから！

①省エネ徹底

②再エネ導入

③吸収対策

栗山町22.4％

栗山町13万ｔ-CO2

栗山町10.9ｔ-CO2

まちづくり懇談会資料④



2050年ゼロカーボンシティ栗山に向け、町民の皆様も後世のために
「知ること」「できること」からの取組をお願いします

【地球温暖化対策・再生可能エネルギーに関すること】環境政策課ゼロカーボン推進グループ


